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熱中シリーズ 
バレーボールバレーボール 

熱中シリーズ ◯ ８１ ◯ ８１ 

バレーボール 高橋恵理子さん（長坂・１８歳） 高橋恵理子さん（長坂・１８歳） 
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／
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成
人
式
に
魅
力
を
持
た
せ
て

 

　
近
年
は
、
新
成
人
の
成
人
式
に
対

す
る
意
識
が
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
成
人
式
に
出

席
す
る
目
的
は
、
式
典
で
大
人
の
門

出
を
祝
っ
て
も
ら
う
こ
と
よ
り
も
、

普
段
会
わ
な
い
懐
か
し
い
友
人
に
再

会
で
き
る
こ
と
が
中
心
の
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
る
成
人
式
で
は
、
会
場
に
入
ろ
う

と
せ
ず
に
、
友
達
同
士
で
話
を
し
て

い
た
り
、
式
典
中
に
携
帯
電
話
を
使

用
し
た
り
と
、
式
典
に
参
加
す
る
姿

勢
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。 

　
ま
た
昨
年
、
会
場
内
で
飲
酒
し
た

り
、
式
の
進
行
を
妨
げ
た
り
す
る
行

為
に
よ
っ
て
、
成
人
式
が
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
、

過
去
に
問
題
が
起
き
た
と
い
う
記
録

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た

事
件
に
よ
っ
て
、
新
成
人
や
成
人
式

に
対
す
る
認
識
を
あ
ら
た
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
に
魅
力
が
な
け

れ
ば
、
参
加
者
の
興
味
が
そ
れ
て
し

ま
い
、
会
場
が
騒
が
し
く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
式
典
が
長
か
っ
た
り
、
大

人
か
ら
の
押
し
付
け
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
新
成
人
た
ち
の
気
持
ち

も
く
み
取
れ
ず
、
共
感
さ
れ
ま
せ
ん
。

新
成
人
の
意
見
や
意
向
が
盛
り
込
ま

れ
、
新
成
人
自
ら
運
営
す
る
「
自
主

運
営
」
と
い
う
形
が
、
今
後
の
魅
力

あ
る
成
人
式
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

自
主
運
営
は
自
然
な
流
れ 

 

　
「
成
人
式
を
新
成
人
た
ち
の
手

で
」
と
い
う
発
想
は
、
成
人
式
参
加

者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。 　

成
人
式
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
た
「
市
内

見
学
バ
ス
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
加

者
に
実
施
。
有
意
義
が
４１
パ
ー
セ
ン

ト
、
無
意
味
が
５９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
の
成
人
式
か

ら
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
翌
年

か
ら
は
和
装
で
参
加
す
る
女
性
が
全

体
の
８
割
に
増
加
し
ま
し
た
。 

　
該
当
者
数
の
増
加
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
１
度
に
行
わ
れ
て

い
た
も
の
を
中
学
校
区
ご
と
に
分
け
、

午
前
・
午
後
の
２
度
で
実
施
。
新
成

人
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
や

「
誓
い
の
こ
と
ば
」
が
初
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
自
主
運
営
の
先

駆
け
と
な
り
、
以
降
こ
の
方
式
が
続

け
ら
れ
ま
す
。 

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を

新
成
人
が
楽
し
め
る
も
の
に

す
る
た
め
、
代
表
者
の
意
見
を
参
考

に
し
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
を
再
検
討

し
ま
し
た
。
結
果
、
新
た
に
恩
師
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
の
上
映
や
記
念

品
贈
呈
式
を
採
用
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
に
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
、
そ
の
ビ

デ
オ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
を
代
表

者
が
担
当
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
新
成
人
の
反
応
が
数
年
で
最

も
好
評
で
し
た
。 

　
「
実
行
委
員
会
」
が
発
足
。

新
成
人
代
表
者
会
が
開
か
れ
、

意
見
を
採
用
し
て
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
や
当
日
の
詳
細
事
項
を
決
定

し
ま
し
た
。
結
果
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
で
の
新
成
人
の

反
応
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
こ
の
年
か
ら
毎
年
、
代
表

者
２０
人
程
度
で
委
員
会
が
結

成
さ
れ
、
新
成
人
に
よ
る
成
人
式
の

企
画
・
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
翌
年
に
成
人
式
を
迎
え
る

人
が
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
新
た
に
参
加
し
、
企
画
運
営
委
員

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
制
施
行
２０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
完
成
し
た
ば
か

り
の
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

昭
和
６２
年
以
来
１６
年
ぶ
り
に
１
度
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き

成
人
式
は
、
司
会
進
行
す
べ
て
を
委

員
が
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
、
「
新
成
人
の
新
成
人

に
よ
る
新
成
人
の
た
め
の
成
人
式
」

が
完
成
。
魅
力
あ
る
も
の
に
変
わ
っ

た
と
い
え
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　昨今、成人式でのマナーの悪さが全国的に問
題になっていますが、可児市では、毎年厳粛か
つ滞りなく、無事に式典が行われています。こ
れは、参加者が「常識ある社会人」であること
を自覚し式典に臨んでいることと、新成人代表
者らによって式典や催しの企画運営がなされ、
参加者に共感できる式が行われているからでは
ないでしょうか。 
　私は前回、教育長に就任して初めて成人式に
臨みました。そのときの光景で特に印象に残っ
ていることは、開式前に企画運営委員の皆さん
がどんちょう前に整列し、主催者や来賓に「私
たちが企画運営委員です。よろしくお願いいた
します」と緊張しつつも元気よくあいさつした
ことです。そしてどんちょうが開き、委員が式
典の進行への協力を出席者へ呼びかけ、まさに
『新成人の　新成人による　新成人のための成
人式』だと感じました。今回の委員の皆さんも、
とても活発な意見交換や提案をしているようで、
主催者としても式典当日が楽しみです。こうし
た成人式の「自主運営」が、今後もずっと続い
ていくことを願っています。 

自主運営だから 
共感が持たれる 
 

可児市教育長 

井 戸 英 彦  

成人式のむかし

昭和

年59
昭和

年59

平成

年8
平成

年8 年63年63

年14年14 年10年10年15年15

年9年9

成人式のむかし
日本には古来から「元服（げんぷく）」と

いう、現在の成人式に該当する儀式があり
ました。１２歳から
１６歳ぐらいまでの
間に行われ、成人の
装束を着て髪を結い、
冠をかぶりました。 

平成１６年 平成１６年 

成人式 成人式 
� � � � � � � �

The coming of  
Age Ceremony 

2004

１６年可児市成人式 

「久しぶり、変わってないね」「最近どうしてる？」などと弾んだ声が、会場の至るところで

聞こえてくる成人式。 

真新しいスーツや振り袖に身を包み、緊張した面持ちで出席した式典や集合写真。二十歳

を過ぎた多くの皆さんに、経験があるのではないでしょうか。 

現在可児市の成人式は、今回成人を迎える人たちの委員と、翌年に成人を迎える人たちの

サポーターによって、企画と運営が行われています。この企画・運営に携わる若者たちの

意気込みは、打ち合わせ会議からも伝わってきます。 

今回は、新成人たちによる手づくりの成人式について紹介します。 

●期日　１６年１月１１日（日）　●時間　午後１時から（受け付けは正午から） 
●場所　文化創造センター（下恵土）　●対象者　S５８.４.２～５９.４.1生まれの人 

新成人の新成人による 
　新成人のための成人式を 
新成人の新成人による 
　新成人のための成人式を 
新成人の新成人による 
　新成人のための成人式を 
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式典開始前に委員全員でステージに上がり、式の進行などの協力
を呼び掛けた（写真はすべて前回） 

イベント終了後、地区
ごとの記念撮影（６０分）
は、サポーターたちの
誘導により、スムーズ
に行われた 

式典（４０分）では参加者も起立して「誓いのこと
ば」を読み上げた（上）（時間は前回の所要時間）
式典や記念イベント（５０分）では委員が司会を務
めた（中） 

１６年企画運営委員 

寺澤弥由さん（光陽台） 

１６年企画運営サポーター 

鈴村　啓さん（若葉台） 

呼び掛ければ応えてくれる 

１５年企画運営委員 

  荘加真子さん 
　　（広見・左） 

   平山幸人さん 
（久々利柿下入会） 

熱
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
を 

 

　
「
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
全
員
で
や

ろ
う
よ
」
「
式
典
の
所
要
時
間
を
司

会
が
話
す
の
は
、
来
賓
に
失
礼
か
な
」

「
君
が
代
の
指
揮
も
伴
奏
も
自
分
達

で
や
ろ
う
」
な
ど
と
活
発
な
意
見
の

や
り
取
り
は
、
十
六
年
可
児
市
成
人

式
の
企
画
運
営
委
員
会
の
ひ
と
こ
ま
。

来
年
の
式
に
向
け
て
何
度
も
会
議
が

開
か
れ
ま
す
。 

　
今
年
の
五
月
に
募
集
を
し
た
結
果
、

委
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
各
六
人
、
合
計

十
二
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
第
一
回
目
の
企
画
運
営
委
員
会
を

八
月
二
日
に
開
催
。
こ
れ
ま
で
に 

「
式
典
の
進
め
方
」
「
記
念
品
」 

「
記
念
冊
子
の
内
容
」
「
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
」
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。
十
一
月
に
入
っ
て
七
回
目
の

会
議
か
ら
は
、
「
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細

と
調
整
」
「
当
日
の
役
割
分
担
」
な

ど
、
細
か
い
部
分
に
ま
で
及
ん
だ
協

議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
詰
め
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。 

　
式
ま
で
は
ま
だ
二
カ
月
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
順
調
な
の
か
急
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
段
階
な
の
か
は
、
本

人
た
ち
も
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

企
画
・
運
営
側
だ
と
い
っ
て
も
、
ま

だ
実
感
が
わ
か
な
い
の
か
、
熱
の
入

り
方
も
ま
ち
ま
ち
。
し
か
し
委
員
の

中
に
は
、
前
年
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
経

験
し
、
今
年
は
そ
の
経
験
を
生
か
し

て
、
委
員
会
を
引
っ
張
っ
て
い
こ
う

と
い
う
人
も
い
ま
す
。 

　
ま
た
会
議
で
は
、
前
回
の
経
験
者

か
ら
「
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
何
十
回

と
練
習
し
た
け
れ
ど
、
間
違
え
て
し

ま
っ
た
。
千
人
も
の
人
を
前
に
す
る

と
、
こ
わ
い
も
の
が
あ
る
」
と
い
っ

た
ち
ょ
っ
と
緊
張
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
聞
け
ま
す
。 

　
そ
れ
で
も
委
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

よ
り
具
体
的
な
成
人
式
の
姿
を
創
造

で
き
る
よ
う
に
、
中
学
校
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
や
文
集
を
持
ち
寄
っ
た
り
、

記
念
Ｃ
Ｄ
を
引
っ
張
り
出
し
て
き
た

り
し
て
、
中
学
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
か
の
よ
う
な
、
楽
し
い
成

人
式
の
実
現
に
向
け
て
奮
闘
中
で
す
。 

 

 

　約半年間にわたる企画・運営。また当日「誓
いのことば」を宣誓できたことは、とてもいい
経験になりました。「いい成人式をつくり上げ
たい」という気持ちとチームワークで、委員一
人ひとりが自信を持ってステージに立つことが
できました。式典が始まる前、委員代表の「み
んなでつくり上げる成人式にしよう」という呼
び掛けに出席者も応えてくれて、静かでとても
厳粛な、一生の思い出になる式になったと思い
ます。 
　成人式を企画し運営するまでには、さまざま
な困難にぶつかりましたが、一つのものをつく
り上げることの大変さを知るとともに「成功」
という達成感を味わえました。また市の行事に
参加することで、社会の一員であることの自覚
も持てました。前回の委員は、サポーターを含
め現在も交流が続いており、話し合いにも参加
しています。今回の委員には、私たちの成人式
よりさらによい式にしてほしいです。成人を迎
える皆さんの思い出に残る成人式になることを
期待しています。 

        企画運営委員        企画運営サポーター 
　 氏  名　　 地　　区　　 氏  名　　 地　　区 

鈴 木 理 恵　清水ケ丘　 市 原 三 穂　川　　合 

寺 澤 弥 由　光 陽 台　 服 部 友 香　中 恵 土 

山田祐梨子　下 恵 土　 高木麻友子　広　　見 

村 田 直 城　下　　切　 鈴 村 　 啓　若 葉 台 

熊 崎 卓 也　鳩 吹 台　 幅 裕美子　光 陽 台 

大野真奈美　羽　　崎　 坪 井 公 司　長　　坂　 　 

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ 

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す 

  

み
ん
な
が
式
に
向
け
て  
 

　
委
員
会
の
よ
う
に
、
同
年
代
の
人

た
ち
が
集
ま
り
「
今
ま
で
と
違
っ
た

成
人
式
に
」
「
会
場
全
体
に
一
体
感

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
企
画
を
」
な
ど

と
一
生
懸
命
考
え
、
一
つ
の
こ
と
を

や
り
遂
げ
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
が

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
、

考
え
が
合
わ
ず
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
が
若
さ
で

あ
り
、
一
つ
の
こ
と
で
と
こ
と
ん
話

し
合
え
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
式
典
出
席

に
当
た
り
、
成
人
の
日
の
持
つ
意
味

を
考
え
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
人

ひ
と
り
が
主
役
で
あ
る
こ
と
、
式
を

同
じ
仲
間
で
あ
る
新
成
人
が
企
画
し

運
営
を
し
て
い
る
「
新
成
人
の
新
成

人
に
よ
る
新
成
人
の
た
め
の
成
人
式
」

だ
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
然

に
自
分
た
ち
の
取
る
べ
き
行
動
が
見

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

　
ま
た
周
り
の
大
人
た
ち
は
、
新
成

人
に
対
し
て
、
人
間
性
の
成
長
と
人

生
の
節
目
と
し
て
の
、
は
な
む
け
の

言
葉
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま

す
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係 

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ 

お
願
い
し
ま
す 

 
A
市
外
在
住
の
人
は
、
１２
月
１２

日
（
金
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習

課
ま
た
は
各
連
絡
所
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
携
帯
電
話
か
ら
はi-m

ode

とvodafone

）
で
も
受
け
付
け

し
ま
す
。 

B
当
日
の
受
け
付
け
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
行
い
ま
す
。
窓
口
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ

な
受
け
付
け
の
た
め
、
案
内
は

が
き
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

C
座
席
は
受
け
付
け
順
の
指
定
席

と
な
り
ま
す
。
受
け
付
け
の
際

に
座
席
番
号
表
を
渡
し
ま
す
の

で
、
指
定
さ
れ
た
座
席
に
着
席

し
て
く
だ
さ
い
。 

D
座
席
番
号
表
の
裏
は
ア
ン
ケ
ー

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
撮

影
終
了
後
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

E
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

F
司
会
と
進
行
を
企
画
運
営
委
員

会
が
行
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な

式
の
進
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

１６年の委員とサポーターの皆さん　 （敬称略） 

　前回、私はサポーターとし
て参加して、厳粛な雰囲気と
盛り上がりのメリハリがすてきな式に感動しました。今
回は先輩から学んだ「メリハリ」のある、前回とはまた
違った私たちらしい式にしたいと考えています。 
　最近の会議では委員全体にまとまりや一体感が強く
なり、私はこういう雰囲気が大好きなので、楽しくて仕
方がないです。今は委員だけの一体感ですが、最終的に
は成人式当日で新成人全員の一体感に広がったら一番う
れしいです。さらに、式典の厳粛な雰囲気も記念イベン
トの盛り上がりも、委員の押し付けではなく、新成人み
んなが自然とつくる雰囲気であってほしいです。もちろ
ん代表とされる私たちも、一新成人として出席したいと
思います。人生で一度きりの成人式。心境の変化や何か
のきっかけになると思うので、ぜひ出席してください。 

　私は中学校を卒業してから
ずっと、岐阜市近郊にある学

校に通っています。そのため、なかなか地元の友達と会
う機会がありませんでした。みんなはどうしているのだ
ろうかという気持ちと、みんなに満足してもらえる成人
式をつくり上げたら面白いだろうなという思いから参加
することにしました。成人式と聞くとすごく堅いイメー
ジがありましたが、前回の映像を見るとそうでもありま
せんでした。 
　“これだっ”という考えを持っている自分ではありま
せんが、委員の人たちの役に立てられる意見を出すこと
ができればいいなと思います。「成人式ってこんな事し
て楽しかったな」。そんな一生の思い出に残るような成
人式をつくれたらいいなと思います。少し早いですが、
新成人の皆さん、成人おめでとうございます。 

平成１６年 平成１６年 

成人式 成人式 
� � � � � � � �

The coming of  
Age Ceremony 

2004
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0 10,000 20,000 30,000 40,000

市
の
財
政
状
況
を 

　
　
　
公
表
し
ま
す 

新
た
な
視
点
で
み
る 

市
の
財
政
状
況
は
、
一
年
間
の
市
の
収
入
（
歳
入
）
と
支
出
（
歳
出
）
を
予
算
・
決
算

に
よ
り
示
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク

状
況
に
関
す
る
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
（
貸
借
対
照
表
）
と
、

企
業
会
計
の
損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
財
政
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
総
務
課 

平成14年度末バランスシート 

平成14年度行政コスト 

固定負債 

正味資産 

流動負債 

（市債・退職給与引当金など） 

（国・県の補助金、資産形成に 
　使った一般財源など） 

２２０億３千万円 

１,０９８億９千万円 

２２億１千万円 

貸方 （資本+負債） 

合計 １,３４１億３千万円 

市民１人当たりの行政コスト （行政コスト計算書より） 

災害の復旧や借入金
の利子などに掛かっ
たコストです。 

人件費など、行政サ
ービスの担い手であ
る職員に掛かるコス
トです。 

高齢者や子ども、
障害者への手当
などの扶助費や
補助金、負担金
といった、市か
らほかの主体に
交付することに
より効果がでる
コストです。 

施設の維持管理
費や資産の減価
償却費など、市
が行政サービス
を提供する際、
必要となる物に
掛かるコストで
す。 

合計 
209,163円 

人に掛かる 
コスト 
36,266円 

物に掛かる 
コスト 
84,378円 

移転支出的 
なコスト 
80,979円 

人に掛かる 
コスト 
36,266円 

物に掛かる 
コスト 
84,378円 

移転支出的 
なコスト 
80,979円 

その他のコスト 7,540円 

※人口は平成15年3月31日現在の96,666人 
　で計算しています。 

！ 行財政改革でコストを抑制 
　職員数の抑制をはじめとする行財
政改革を通して行政サービスを行い、
コストの増加が抑えられています。 

道路、学校、公民館などを建設する
ための財源に、市が銀行や国などか
らこれまでに借金をした残高（市
債）や、市の職員が年度末に全員退
職した場合に支払う退職金（今支払
うものでなく将来発生するものとし
て負債に計上）などです。 

市の借金のうち、翌年度に返済しな
ければならないお金です。 

今まで学校や道路などを建設するた
めに使ったお金のうち、税金などの
市のお金や国・県からの補助金など
の総額です。 

合計 １，３４１億３千万円 

　市が保有する資産（道路や学
校、公民館など）の状況とそれを
形成するためにどのような財源を
使ったのか、また負債はいくらあ
るのかを一覧で表しています。 

？ バランスシートって 

！ 19億6千万円増加 

昭和44年度以降の道路、学校、公民
館などの建設的な事業によって形成
された資産の価格の総額です。土地
は買ったときの価格、その他は種類
に応じて減価償却（価値の見直し）
をしています。 

関係団体への出資金や、使い道が特
定の目的に決まっている基金（市の
貯金）など、貯えているお金です。 

現金のほか、必要な時にすぐに現金
化できる基金や、市税などでまだ収
入されていないお金の総額です。 

借方  （資産）  

うち土地が 

投資など 

流動資産 

１，２３２億２千万円 

６３億７千万円 

５４０億２千万円 

４５億４千万円 

（学校、庁舎、道路、橋など） 
有形固定資産 

？ 行政コスト計算書って 

！ 民生費が最も高く 

　資産を形成していくものを除く
行政サービスの提供に掛かった費
用を、行政コストといいます。そ
のコストとその財源を、性質と目
的別で表したものが行政コスト計
算書です。各コストを人口で割る
ことにより、1年間に市民1人当
たりどれだけのコストを要してい
るのかを知ることができます。 

　各種手当や医療費の援助といっ
た移転支出的なコストの割合が高
い民生費が最も高く、次いで道路
や公園など、資産の減価償却費の
割合が高い土木費が2番目となっ
ています。以降教育費、総務費と
なりますが、コストの中身がそれ
ぞれ異なっているのが分かりま
す。 

市民１人当たりの行政目的別コスト 

農業、林業の振興に係る業務 
など 

消防や防災に関する業務 

2,539

ごみ処理、保健衛生業務など 

庁舎などの維持管理、戸籍住 
民登録事務など 

小・中学校教育、社会教育費 
など 

道路や公園の維持管理など 

保育園などの社会福祉施設の 
運営・各種手当ての交付など 

1,099 3,768

7,406

1,688

156

7,902 9,746

7,539 11,998
654658

3,147

3,483
10,62412,022 26,129

2,453
15,9467,113 25,512

27,4106,901 39,5205,209

10,89427,4385,626 43,958

4,863 33,1246,907 44,894

農林水産業費 

消防費 

その他 

衛生費  

総務費 

教育費 

土木費 

民生費 

人に掛かるコスト 
物に掛かるコスト 
移転支出的なコスト 
その他のコスト 

（円） 

　14年度末のバランスシートで
は、貸方の負債が全体の18.1％に
あたる242憶4千万円。企業会計
で資本にあたる正味資産が全体の
81.9％となっていることから、本
市の資産形成は、現在までの世代
が多く負担をしていることが分か
ります。また、借方である資産全
体では、13年度末と比べて19億6
千万円増加しています。有形固定
資産が占める割合は91.9％とな
り、固定資産として蓄積されてい
ることが分かります。 
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●
記
　
東
條
聡
禎
さ
ん
（
緑
ケ
丘
） 

徳島市徳島市 徳島市 徳島県 

       

　
徳
島
と
い
え
ば
「
阿
波
踊
り
」
が

一
番
有
名
で
し
ょ
う
か
。
盆
踊
り
と

は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
南
国
徳
島
独
特

の
踊
り
で
、
「
同
じ
ア
ホ
な
ら
踊
ら

な
ソ
ン
ソ
ン
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、

踊
る
と
大
変
楽
し
い
踊
り
で
す
。
以

前
は
、
近
所
の
街
角
で
も
人
が
集
ま

っ
て
は
踊
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
は
演
舞
場
が
整
備
さ

れ
て
、
観
光
客
向
け
に
踊
り
を
見
せ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
徳
島
市
は
「
四
国
三
郎
」
と
呼
ば

れ
る
吉
野
川
の
河
口
に
広
が
る
ま
ち

で
、
川
が
入
り
組
ん
で
お
り
港
も
あ

り
ま
す
。
昔
は
そ
の
名
の
通
り
「
徳

島
」
と
い
う
島
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

私
の
育
っ
た
家
の
す
ぐ
裏
に
は
魚
市

場
が
あ
り
、
毎
朝
五
時
く
ら
い
に
は

船
の
エ
ン
ジ
ン
で
窓
が
カ
タ
カ
タ
と

音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で

新
鮮
な
魚
は
豊
富
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

　
徳
島
の
名
産
と
し
て
「
す
だ
ち
」

が
有
名
で
す
。
見
た
目
は
小
さ
い
ミ

カ
ン
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
ど
ん
な

料
理
に
で
も
合
う
、
不
思
議
な
か
ん

き
つ
系
の
味
が
し
ま
す
。 

　
大
鳴
門
橋
と
明
石
海
峡
大
橋
が
で

き
た
お
か
げ
で
、
便
利
に
行
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、
必
ず

フ
ェ
リ
ー
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

夏
休
み
な
ど
は
長
時
間
港
で
船
の
順

番
待
ち
を
し
て
い
た
の
が
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

毎年夏に行われる徳島名物の阿波踊り 

ふ
る
さ
と
宅
配
便 

水
と
阿
波
踊
り
の
ま
ち
、徳
島 

70

徳
島
市 

①  

ニ
ン
ジ
ン
を
５
ミ
リ
角
の
拍
子
木

切
に
す
る 

②  

早
煮
昆
布
を
１５
セ
ン
チ
に
切
っ

て
、
水
に
付
け
て
戻
す 

③ 

豚
薄
切
り
肉
を
広
げ
て
、
塩
・
コ

シ
ョ
ウ
を
す
る 

④  

③
に
②
の
昆
布
を
乗
せ
て
、
①
の

ニ
ン
ジ
ン
を
芯
に
し
て
く
る
く
る

巻
く 

⑤  

④
に
小
麦
粉
を
薄
く
は
た
く 

⑥  

油
で
表
面
を
焼
く 

⑦  

Ａ
を
加
え
て
、
転
が
し
な
が
ら
煮

る 

⑧  

半
分
に
切
り
、
切
り
口
を
上
に
し

て
盛
り
付
け
る 

私の自慢料理 75

昆布と豚肉の巻き煮 

手軽にできるスピード 
メニューです 

鷲塚朋子さん 
（川合食生活改善推進員） 

作
り
方
 

＜材料＞２～３人分 ニンジン……………………１本  
早煮昆布……………１５cm×４枚 
豚薄切り肉……………………８枚 
塩………………………………少々 
コショウ………………………少々 
小麦粉…………………………適量 
油………………１５cc（大さじ１） 
 しょうゆ　　　　　　　　　　　酒　　 　 各３０cc（大さじ２） 

    みりん　　 
おすすめ 

A
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

　
今
年
か
ら
、
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
の
職
員

に
な
っ
た
奥
野
さ
ん
。
現
在
は
、
主
に
入
園
ゲ

ー
ト
の
発
券
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
案
内
所
や

園
内
バ
ス
の
ガ
イ
ド
も
こ
な
し
ま
す
。 

　
お
客
さ
ん
を
相
手
に
す
る
こ
の
仕
事
は
出
会

い
が
あ
っ
て
面
白
く
、
特
に
「
あ
い
さ
つ
を
す

る
と
返
し
て
く
だ
さ
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
の

こ
と
。
「
花
や
緑
に
囲
ま
れ
た
職
場
で
、
花
の

名
前
も
覚
え
ら
れ
て
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。
で
も
お
金
を
扱
う
の
で
、
気
を
緩
め
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
語
り
ま
す
。 

　
「
季
節
ご
と
に
花
が
違
う
の
で
、
何
度
訪
れ

て
も
い
い
所
で
す
よ
」
と
、
こ
の
公
園
の
Ｐ
Ｒ

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
「
冬
に
は
素
晴
ら
し

い
雪
景
色
も
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ク
リ
ス
マ

ス
や
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
催
し
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
よ
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
の
楽
し
み

方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

青春きらめきトーク 75

花の名前を覚えられて楽しい 
●奥野千賀さん（川合・２７歳） 

徳島市 

▲ 
卯
月
姫
（
下
恵
土
） 

▲ 
旅
人
。
（
広
見
）
 

▲ラッキーグレイ（鳩吹台） 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

川
柳     

斎
藤
清
幸
　
選

高
野
　
徹
（
矢
戸
） 

神
棚
も
仏
壇
も
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス 

丸
山
重
司
（
若
葉
台
） 

ト
ゲ
の
あ
る
言
葉
を
包
む
年
の
功 

三
島
次
朗
（
広
眺
ケ
丘
） 

商
魂
を
競
う
タ
イ
ト
ル
特
売
日 

井
藤
貞
子
（
土
田
） 

日
の
匂
い
一
緒
に
た
た
む
午
後
三
時 

竹
中
芳
子
（
若
葉
台
） 

お
部
屋
で
の
緑
鉢
植
え
格
を
上
げ 

長
谷
川
さ
ゑ
子
（
土
田
） 

何
げ
な
い
言
葉
に
も
ら
う
あ
た
た
か

さ 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
操
歌
謡
教
室
、
渡
辺
一
三
、
故

齋
藤
良
夫
、
空
手
道
剛
柔
流
練

正
館
、
（
株
）
可
児
自
動
車
学

校
、
今
渡
北
民
生
児
童
委
員 

●
老
人
施
設
に 

　
曽
我
久
二
子 

団員を募集 
◎可児交響楽団 
　ベートーベン「英雄」を一緒に演奏しませ
んか。練習日やパートについては問い合わせ
てください。 
●期日　１６年３月１４日（日） 
●場所　文化創造センター（下恵土） 
●指揮　新通英洋さん 
●曲目　ベートーベン交響曲第３番「英雄」、
　チャイコフスキー「ロミオとジュリエット」
●問合・連絡先　武井祐子さんuÇ８０４９ 

可
児
小
松
（
下
恵
土
） 

寒
い
け
ど
安
い
店
へ
と
踏
む
ペ
ダ
ル

池
村
和
子
（
皐
ケ
丘
） 

年
末
の
赤
信
号
の
長
い
こ
と 

ー　お 詫 び　－ 
１１月１日号の「若いモンには負けとれんb」
海老茂子さんの所属する会の名称「羽衣」は
「天衣」の誤りでした。お詫びして訂正します。 



第
２２
回
可
児
農
業
祭 

地域の恵み　農産物で秋を満喫
　
１１月１５日と１６日の２日間、ふれあいパ

ーク・緑の丘で可児農業祭が行われました。
可児地区の農業振興、消費者と生産者の交流、
地域の触れ合いなどを目的に毎年開催され、
今年も多くの人でにぎわいました。 
　地域の特産物の紹介、宮太鼓の演奏、つき
たてもちの試食や農産物輪投げなど、内容は
盛りだくさん。地元などで収穫された農産物
の即売会は、新鮮な野菜がお値打ちだという
ことで、訪れた人たちは競うように買い求め
ていました。 

広
見
小
学
校
　
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー 

広
見
小
学
校
　
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー 

ふるさと広見を大冒険 
　１１月１３日、広見小学校の全校児童が５０ほど
のグループに分かれ、電車やさつきバスも利用し
ながらウオークラリーを行いました。 
　２０ほどのポイントの中から行きたい所を選び、
グループごとにコースを決定。当日は計画に沿っ
て４時間ほどかけてポイントを回りました。 
　各ポイントではクイズやゲームをはじめ、座
禅体験や陶芸のアトリエ見学、菊作りの先生の
話を聞いたりと、バラエティーに富んだ内容に児
童は大はしゃぎ。１～６年生の縦割りグループの
中で協力し合いながら、交通安全に注意して、元
気いっぱいに校区内を駆け回りました。 

第
２２
回
可
児
農
業
祭 

「心の在りかを見つけよう」と、５分間の座禅体験をする児童たち 

多くの人が詰め掛けたもち投げ 

トキワ幼稚園児による太鼓の演奏 

フルーツな
どの輪投げ

を楽しむ子
ども 

見事な地元産の野菜が売られた即売会 

10広報かに 2003.12.1
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い
き
い
き
長
寿
の
つ
ど
い 

い
き
い
き
長
寿
の
つ
ど
い 

宝寿の決意を披露する大嶋さん（左）と東條さん 

アイマスクをして盲導犬と歩く児童 

可
児
市
民
イ
ベ
ン
ト
２
０
０
３ 

可
児
市
民
イ
ベ
ン
ト
２
０
０
３ 

花フェスタでパワー全開 
　１０月２６日、花フェスタ記念公園で、可児市民イ
ベント２００３が開催されました。 
　プリンセスホール雅のステージでは、市内で活躍
する市民団体が華麗なダンスや力強い太鼓などのパ
フォーマンスを披露。午後からは、テレビなどで活
躍中のMEGUMI、カントリー娘。、ACEが登場し、
ラジオの公開生放送が行われました。会場は大いに
盛り上がり、一日中大きな歓声に包まれていました。 
　また、雅周辺では可茂地区の物産展も開かれ、多
くの人でにぎわいました。訪れた人たちは秋のバラ
咲く公園で、楽しく一日を過ごしました。 

宝寿を祝い、楽しいひととき 
　１０月２２日、文化創造センターで「いきいき長
寿のつどい～宝寿の賀～」が開催されました。こ
れまでは各自治会で敬老会を行っていましたが、
今年は宝寿（７５歳）の皆さんを一堂に迎え、長
寿を祝いました。 
　式典では、７５歳代表の大嶋行雄さん（若葉台）
と東條和子さん（緑ケ丘）が「自分たちに何がで
きるかを考え、今後の人生を積極的に送りたい」
と力強く決意を披露。その後、玉川カルテットの
漫談と二葉百合子さんの歌謡ショーが行われ、約
６００人の出席者は楽しいひとときを過ごしました。 

春
里
小
学
校
　
春
里
フ
ェ
ス
タ 

春
里
小
学
校
　
春
里
フ
ェ
ス
タ 

盲導犬と一緒に歩いたよ 
　１１月１１日、春里小学校で４～６年生の児童を
対象に「盲導犬体験」が行われました。これは「生き
る力」を身に付けるためにさまざまな活動を行う
「春里フェスタ」の一環として開催されたものです。 
　この日は中部盲導犬協会から講師を招き、盲導犬
２頭による訓練の実演を交えた講演がありました。
その後、実際にアイマスクをしての体験歩行。児童
たちは盲導犬に導かれながらぎこちなく歩きました。
体験をした児童からは「目が見えないと一人では
歩けないけれど、犬が引っ張ってくれたので安心し
て歩けた」と感想が聞けました。 

▲大きな盛り上がりを
みせたステージ発表 

可茂地区の特産品を 
買い求める来場者たち 

▲
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市
の
一
般
業
務
は
、
年
末
は
１２

月
２６
日
（
金
）
で
終
了
し
、
年
始

は
１６
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
行

い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
業
務
に
つ
い
て

は
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

戸
籍
の
届
け
出
は

年
末
年
始
の
休
み
期
間
中
は
、

出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
の
届

出
に
限
り
、
宿
・
日
直
で
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
の
証
明
、
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
の
諸
証
明
の
発
行
業
務
は

行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
可
茂
聖
苑
（
火
葬
場
）

の
業
務
は
、
１２
月
３１
日
（
水
・
友

引
）、
１６
年
１
月
１
日
（
祝
）
が
休

み
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先

市
民
課

し
尿
の
く
み
取
り
は

年
末
年
始
は
、
し
尿
の
く
み
取

り
作
業
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を
１２
月
１５
日
（
月
）
午
後
５

時
で
締
め
切
り
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

な
お
、
年
始
は
１６
年
１
月
６
日

（
火
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
先

可
児
エ
ス
コ
u
~
１

２
６
６
　
広
見
環
境
サ
ー
ビ
ス

u
~
０
５
１
０

ご
み
収
集
は

燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、
左
表

の
通
り
で
す
。
年
末
年
始
に
は
、

燃
え
る
ご
み
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ

ま
す
。
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
な
お
、
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
は
通
常
の
通
り
で
す
。

●
問
合
先

環
境
課

●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

収集日 
 
 
 
月・木  

 
 
 
 

火・金  
 
 
 
 
水・土  

　　　   収 集 地 区 

久々利・柿下・羽崎・二野・大森・松伏・ 
大森台・緑ケ丘・羽生ケ丘・瀬田・ 
しらさぎ・渕之上・柿田・平貝戸・ 
明智・石森・石井・広見・広眺ケ丘・ 
谷迫間・下切・今・北姫ニュータウン・ 
清水ケ丘・みずきケ丘・星見台 
 
中恵土・川合・川合北・今渡・下恵土・ 
禅台寺・徳野南・東帷子・帷子新町・ 
菅刈・西帷子・愛岐ケ丘・長坂・緑・ 
光陽台・鳩吹台・虹ケ丘・美里ケ丘・ 
坂戸・塩・矢戸・坂戸台・日本ランド・ 
塩河・室原・長洞 
 

土田・若葉台・桜ケ丘・皐ケ丘・ 
桂ケ丘・小滝苑 

　　   収集日程  

年末 
１２月２９日（月）まで 
年始 
１６年 １月５日（月）から 
 

年末 
１２月３０日（火）まで 
年始 
１６年 １月６日（火）から 
 

年末 
１２月３１日（水）まで 
年始 
１６年１月７日（水）から 

※収集日には、必ず午前８時までに出してください。 

市
役
所
の
一
般
業
務
取
り
扱
い

年
末
は
１２
月
２６
日（
金
）で
終
了
し
ま
す

平成１５年１０月末現在、県下での高齢者被害
の交通事故は死者６２人（前年比－４人）で、全死
者の４３％を占めています。
高齢者は歩行者として被害に遭う傾向が強く、

その事故の多くが道路横断中に発生しています。
また、高齢者被害の事故は、薄暮時間帯（午後４時
～８時）に多く発生しています。
高齢者交通安全２つの習慣
○横断は 止まる 見る 待つ 確かめる
○危険な夜の外出には反射材を身につける

●問合先 可児警察署　u}０１１０

高齢者の交通安全高齢者の交通安全
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可
児
お
や
こ
劇
場
――――――――――――

パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
楽
し
も
う

可
児
お
や
こ
劇
場
は
、
テ
レ
ビ
で

も
活
躍
す
る
ヘ
ル
シ
ー
松
田
さ
ん
（
劇

団
青
芸
）
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

●
期
日

１２
月
１３
日
（
土
）

●
時
間

午
後
６
時
３０
分

●
場
所

広
見
東
公
民
館

●
対
象
者

小
学
１
年
生
以
上

●
内
容

「
ヘ
ル
シ
ー
松
田
の
マ
イ

ム
宅
急
便
」

●
入
場
料

無
料

※
会
員
に
な
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。（
入
会
金
２
０
０
円
、
月

会
費
１
０
０
０
円
）

●
問
合
先

可
児
お
や
こ
劇
場

u
Ä
３
２
９
５

図
書
館
―――――――――――――――――――

人
形
劇
を
楽
し
も
う

図
書
館
は
、
か
に
っ
子
タ
イ
ム
ク

リ
ス
マ
ス
特
集
と
し
て
、
楽
し
い
人

形
劇
を
開
催
し
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

１２
月
２０
日
（
土
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
出
演

人
形
劇
団
パ
ン

●
協
力

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ふ
く
べ

っ
こ

●
内
容

「
ぼ
く
の
お
も
ち
ゃ
箱
」

「
き
つ
ね
の
よ
め
さ
ま
」
ほ
か

●
参
加
費

無
料

※
駐
車
場
は
第
３
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

同
本
館
u
~
５
１
２
０

同
帷
子
分
館
u
Ç
８
５
３
０
　
同

桜
ケ
丘
分
館
u
Å
３
４
７
３

Ｐ
可
児
―――――――――――――――――――

男
女
共
同
参
画
を
学
ぼ
う

Ｐ
（
ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
可
児
は
、

「
可
児
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２

０
１
０
」
に
つ
い
て
学
ぶ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

女
性
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

▽
期
日

１２
月
１８
日
（
木
）

▽
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

子
育
て
観
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

▽
期
日

１６
年
１
月
２５
日
（
日
）

▽
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分

〔
共
通
事
項
〕

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

Ｐ
可
児
の
増
尾
佳
代
子

さ
ん
u
Å
３
６
９
２
（
午
後
６
時

以
降
）

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会
―――――

講
演
会
を
開
催

市
家
庭
教
育
学
級
は
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
育
て
、

た
だ
い
ま
子
育
て
真
っ
最
中
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日

１２
月
１２
日
（
金
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午
（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
演
題

子
育
て
と
出
会
う
と
き
〜

人
と
人
の
新
た
な
絆
を
求
め
て
〜

●
講
師

大
日
向
雅
美
さ
ん
（
恵
泉

女
学
園
大
学
教
授
）

●
入
場
料

無
料

※
手
話
通
訳
し
ま
す
。
託
児
希
望
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

催
し

部　門 
 
短編小説 
 

随 筆  
 

現 代 詩  
 

短 歌  
 

俳 句  

川 柳  
 

狂 俳  
 

俚 謡  

 

文芸祭賞 
 鈴木津多子

（瀬田） 

鈴木津多子
（瀬田） 

白鳥美津子
（皐ケ丘） 

和田彰夫 
（福岡県） 

奥村ちづ江
（矢戸） 

市原武千代
（岐阜市） 

柴田壽雄 
（御嵩町） 

山岸久子 
（岐阜市） 
 

市長賞  
 

該当なし 
 
西脇　弘 
（関市） 

山崎　啓 
（鳩吹台） 

平田律子 
（塩河） 

佐橋やえ子 
（下恵土） 

長尾　茂 
（岐阜市） 

高田孝一 
（神戸町） 

杉村三郎 
（関市） 

  教育長賞 
 
該当なし 
 

該当なし 
 
伊藤光子 
（大森台） 

渡辺澄江 
（瀬田） 

丹羽金子 
（多治見市） 

尾田よ祢 
（岐阜市） 

可児ときゑ 
（今） 

杉原千代子 
（大野町） 

松井慶太郎賞 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
伊藤千枝 
（八百津町） 

第１１回文芸祭　審査結果の発表 
 
第１１回文芸祭　審査結果の発表 
　今回は市内外から１，６５４点の作品（応募者５６０人）が
寄せられました。審査の結果、各部門の上位入賞者は次
の皆さんに決りました。（敬称略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●作品展示会　１２月１１日（木）～１４日（日）まで文
化創造センター（下恵土）で、奨励賞以上（小中学生
の部は特選以上）の作品を展示 

●表彰式　１２月１４日（日）午後１時～ 
※表彰式終了後、作家で当文芸祭審査員の鈴木輝一郎さ
んによる文芸講演会「晴れた日には鉛筆とメモを持っ
て外へ出よう」を開催しますので、ご参加ください。 

●問合先　市文化芸術振興財団　u|３３１１ 

大日向雅美さん

3

3

3
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可
児
市
民
吹
奏
楽
団
――――――――――

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

可
児
市
民
吹
奏
楽
団
は
、
第
１７
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
期
日

１２
月
１４
日
（
日
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時

３０
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容

FIRST
SUITE

FOR
BAND

リ
バ
イ
バ
ル
、
カ
バ
ー
特
集
（
ピ

ン
ク
レ
デ
ィ
ー
　
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
　
坂
本
九
な
ど
）

●
入
場
料

無
料

※
会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

同
楽
団
の
土
屋
り
つ
子

さ
ん
　
　
　
　
　
　
u
Ç
３
６
６
２

市
社
会
福
祉
協
議
会
――――――――――

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
楽
し
も
う

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
親
子
で

触
れ
合
う
「
ほ
の
ぼ
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１２
月
２０
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象
者

市
内
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
親
子
（
中
学
生
ま
で
）

●
内
容

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
参
加
費

無
料

●
申
込
締
切

１２
月
１０
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
議
会
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
u
~
１
５
５
５

花
い
っ
ぱ
い
運
動
――――――――――――

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

毎
年
、
市
内
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

前
回
の
会
長
賞

（
南
帷
子
小
の
岩
木
友
香
さ
ん
の
作
品
）

●
作
品
の
内
容

花
い
っ
ぱ
い
運
動

に
関
す
る
も
の

●
規
格

○
大
き
さ
＝
四
つ
切
り
画

用
紙
程
度
　
○
素
材
・
画
材
＝
自

由
●
応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
人

●
応
募
方
法

作
品
の
裏
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業

（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
）

を
記
入
し
、
維
持
管
理
課
に
提
出

す
る

●
応
募
締
切

１６
年
１
月
３０
日
（
金
）

●
そ
の
他

応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
最
優
秀
作
品
は

来
年
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
図
案
に
使
用
し
ま

す
※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
問
合
先

維
持
管
理
課

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
――――――――――――――――

体
験
航
海
を
し
ま
せ
ん
か

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
は
、
平
成
１５
年
度
海

洋
体
験
学
習
Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー

ズ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１６
年
３
月
２７
日
（
土
）
〜

４
月
１
日
（
木
）
５
泊
６
日
（
い

ず
れ
も
船
内
泊
）

●
発
着
港

東
京
港
晴
海
ふ
頭

●
寄
港
地

父
島
（
小
笠
原
）

●
対
象
者

小
学
５
年
生
〜
中
学
３

年
生
の
男
女

●
参
加
費

８
万
円

●
申
込
締
切

１２
月
２７
日
（
土
）（
先

着
順
）

●
申
込
・
問
合
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
　
　
　
　
　
　
u
~
８
６
０
３

募
集

そ
の
１０
 

写
真
は
久
々
利
の
氷
場
と
、
明
治
２１
年
に
こ
の
氷
場
を
つ
く
る
に

当
た
っ
て
、
岐
阜
県
知
事
へ
提
出
し
た
製
氷
場
設
置
届
の
控
え
で
す
。

今
で
は
家
庭
の
冷
蔵
庫
で
簡
単
に
氷
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

昔
は
氷
は
貴
重
品
で
、
冬
場
に
冷
え
込
む
山
間
地
で
天
然
氷
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
氷
場
で
は
、
田
ん
ぼ
の
よ
う
に
周
り
を
石
垣
で
囲
み
、
そ
こ

に
張
っ
た
氷
の
上
に
水
を
ま
い
て
、
さ
ら
に
凍
ら
せ
、
厚
く
な
っ
た
氷

を
の
こ
ぎ
り
な
ど
で
切
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

久
々
利
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
天
然
氷
が
作

ら
れ
、
夏
ま
で
「
氷
室
（
ひ
む
ろ
）」
で
貯
蔵
し
、
食
品
の
貯
蔵
用
や

養
蚕
用
に
多
治
見
方
面
に
出
荷
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

久
々
利
の
氷
場
は
、
小
渕
ダ
ム
湖
の
水
量
が
少
な
い
時
期
に
今
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
土
田
の
大
脇
に
も
同
様
な

氷
場
が
あ
り
、「
大
脇
の
氷
場
跡
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先

市
史
編
さ
ん
室（
総
合
会
館
分
室
東
棟
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

u
}
４
６
０
１

久
々
利
の
氷
場

久々利の氷場跡

製
氷
場
設
置
届

（
柿
下
自
治
会
蔵
）
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グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
―――――――

親
子
体
験
学
園
を
開
催

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
は
、
土

曜
日
に
親
子
で
農
業
や
自
然
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
土
曜
親
子
体

験
学
園
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

○
第
９
回
＝
１６
年
１
月
２４

日
（
土
）

○
第
１０
回
＝
２
月
１４

日
（
土
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室

（
坂
戸
）

●
内
容

○
第
９
回
＝
「
押
し
花
を

作
ろ
う
」

○
第
１０
回
＝
「
冬
の

雑
木
林
で
遊
ぼ
う
」

●
対
象
者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

各
回
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

「
土
曜
親
子
体
験
学

園
」、
希
望
の
回
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
児
童
（
学
年
）
と
保
護
者
の

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は

が
き
（
〒
５
０
９
‐
０
２
４
１
坂

戸
１
０
２
４
‐
１
）
か
フ
ァ
ク
ス

（
‹
|
０
６
６
７
）
で
グ
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
研
修
室
に
送
る

●
申
込
締
切

１２
月
１９
日
（
金
）
必

着
●
問
合
先

同
研
修
室u

~
３
９
２
２

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
――――――――

ソ
ー
ラ
ー
Ｆ
１
を
作
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
は
、
ソ
ニ
ー

イ
ー
エ
ム
シ
ー
エ
ス
株
式
会
社
　
浜

松
テ
ッ
ク
と
共
催
で
、「
ソ
ー
ラ
ー
Ｆ

１
を
作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１６
年
１
月
２４
日
（
土
）

●
時
間

○
午
前
の
部
＝
午
前
１０
時

〜
正
午
　
○
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
場
所

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

（
瑞
浪
市
明
世
町
）

●
対
象
者

小
学
５
年
生
以
上

●
内
容

太
陽
電
池
を
用
い
た
車
の

キ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
で
、
太
陽
電

池
の
仕
組
み
や
原
理
を
学
び
、
完

成
し
た
キ
ッ
ト
を
実
際
に
太
陽
の

光
の
下
で
動
か
す

●
参
加
費

１
０
０
０
円

●
定
員

午
前
の
部
、
午
後
の
部
と

も
各
３０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
開
始
日

１２
月
２
日
（
火
）

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（sciencew

@
astec

‐gifu.jp

）

で
連
絡
す
る
（
月
曜
日
休
館
）

●
申
込
・
問
合
先

サ
イ
エ
ン
ス
ワ

ー
ル
ド
u
０
５
７
２
É
１
１
５
１

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
―――――――――

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
参
加
を

市
と
体
育
指
導
委
員
会
は
、
可
児

市
６
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１６
年
２
月
１
日
（
日
）

●
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

●
場
所

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
坂
戸
）
ほ
か

●
参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

●
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

た
は
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し

込
む

●
申
込
締
切

１２
月
２２
日
（
月
）

●
申
込
・
問
合
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課

u
~
８
６
０
３

高齢者大学 

受講生を募集
　市は、１６年度高齢者大学の受講生を募集します。 
●入学資格　市内在住の満６０歳以上の健康な人 
●修学期間　１６年５月～１７年２月 
●講座日と内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●時間　午前１０時～１１時３０分 
●場所　文化創造センター（下恵土）など 
●受講料　１５００円 
●定員　１０００人（先着順） 
●申込方法　市内のＪＡめぐみの各支店に備え付けの申込用
紙に必要事項を記入の上、受講料を振り込む 

（広見支店以外での振り込みには、手数料２１０円が必要） 
●申込期間　１２月８日（月）～１６年１月２３日（金） 
●開講式　１６年５月１２日（水） 
●クラブへの入部　入学すると１人２クラブまで入部できま
す。希望者は必ず文化創造センターで行う打合せに出席し
て下さい（欠席の場合は入部できません） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●問合先　生涯学習課公民館係　u~２００５ 

   期　　日  

５月１２日（水） 
 

６月９日（水） 
 

７月１４日（水） 
 

９月８日（水） 
 

１０月１３日（水） 
 

１１月１０日（水） 
 

１２月８日（水） 
 

１月１２日（水） 
 

２月２３日（水） 

　　　内　　容 

環境と紫外線について 
 
暮らしと情報 
 
お遍路さんのこころの旅 
 
食是人生なり 
 
はじめての太極拳 
 
元気で長生きＰＰＫ 
 
美濃国の中山道 
 
横笛と出会って 
 
声に出して読む 
宮沢賢治の世界 

　　　講　　師 

伊東康代さん 
（地球温暖化防止活動推進員） 

栗田隆司さん 
（大同工業大学講師） 

前橋好春さん 
（四国八十八箇所霊場会公認先達） 

加藤幸代さん 
（中部短期大学講師） 

祐岡えつこさん 
（全日本武術太極拳協会総合コーチ） 

昇幹夫さん 
（元気で長生き研究所所長） 

安藤利道さん 
（恵那市文化財保護委員） 

田中敏長さん 
（日本雅楽会会員・横笛教室講師） 

山本瞳さん 
（宮沢賢治学会員） 

 クラブ名 

コーラス 

文芸 

毛筆習字 

水墨画 

盆栽庭木 

  内　容
 

歌唱練習 

俳句 

楷書・行書
・草書 

描法実習 

講義・実習 

  打合せ日時 
 
３月３日（水） 
１０：００～１２：００ 
３月３日（水） 
１４：００～１６：００ 
３月４日（木） 
１０：００～１２：００ 
３月４日（木） 
１４：００～１６：００ 
３月５日（金） 
１０：００～１２：００ 

 クラブ名 

体育 

民謡 

カラオケ 

ペン習字 

折り紙 

  内　容
 

健康体操・社
交ダンスなど 

歌唱練習 
 
歌唱練習

楷書・かな 

講義・実習 

  打合せ日時 
 
３月５日（金） 
１４：００～１６：００ 
３月８日（月） 
１０：００～１２：００ 
３月８日（月） 
１４：００～１６：００ 
３月１０日（水） 
１０：００～１２：００ 
３月１０日（水） 
１４：００～１６：００ 

６人制ソフトバレーボールの様子
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第
４
回
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
―――

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
は
、
１６
年
２
月
２８
日
、
２９
日
に
広

見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で
開
催
す
る

「
第
４
回
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

「
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
」「
日
々
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
な
お
そ
う
」「
ス
ト
ッ
プ
地

球
温
暖
化
」「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

「
ゴ
ミ
を
買
わ
な
い
、
出
さ
な
い
、

作
ら
な
い
」「
環
境
文
化
都
市
・

可
児
を
め
ざ
し
て
」「
ポ
イ
捨
て

を
や
め
ま
し
ょ
う
」
の
中
か
ら
自

由
選
択

●
規
格

四
つ
切
り
画
用
紙
に
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
そ
の
ほ
か
で
描

い
た
も
の
（
未
発
表
の
作
品
に
限

る
）

●
応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
人

●
応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
環
境
課
ま

た
は
連
絡
所
に
提
出
す
る
か
、
環

境
課
に
郵
送
す
る

●
応
募
締
切

平
成
１６
年
１
月
９
日

（
金
）（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

●
選
考

実
行
委
員
会
の
委
員
に
よ

り
一
作
品
を
選
考
し
、
イ
ベ
ン
ト

ポ
ス
タ
ー
に
使
用

●
賞
品

選
考
さ
れ
た
応
募
者
に
図

書
カ
ー
ド
、
そ
の
他
の
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
を
贈
呈

●
そ
の
他

応
募
者
全
員
の
作
品
を

環
境
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
な
ど
で
展

示
●
問
合
先

環
境
課

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
可
児
市
ウ
エ
ー

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、

講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

１２
月
１０
日
（
水
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

パ
ソ
コ
ン
講
座
――――――――――――――

画
像
処
理
を
学
ぼ
う

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
画
像
の
取
り
込
み
、

加
工
の
基
礎
を
覚
え
、
カ
ー
ド
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
作
り
方
を
学
ぶ
「
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
画
像
編
集
講
座

（
入
門
編
）
２
」
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日

１６
年
２
月
２
日
（
月
）
〜

３
月
１０
日
（
水
）
の
月
・
水
曜
日

の
計
１２
回

●
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
受
講
料

１
万
円
（
資
料
代
は
別
）

●
使
用
機
材

Ｍ
ａ
ｃ
Ｇ
４
　
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

●
定
員

５
人
（
抽
選
）

●
申
込
方
法

は
が
き
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
５
０
９
‐
０
２
０
３
下

恵
土
３
４
３
３
‐
１
３
９
市
文
化

芸
術
振
興
財
団
あ
て
に
送
付
す
る

●
申
込
締
切

１２
月
２７
日
（
土
）
必

着
※
結
果
は
１
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
問
合
先

同
財
団
u
|
３
３
１
１

経
済
産
業
省
――――――――――――――――

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

経
済
産
業
省
は
、
１２
月
３１
日
現
在

で
「
工
業
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
従
業
員

数
、
製
造
出
荷
額
な
ど
を
調
査
し
、

わ
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
す

る
も
の
で
す
。
同
時
に
、
製
品
を
輸

出
し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
「
岐

阜
県
輸
出
関
係
調
査
」
も
行
い
ま
す
。

１２
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

総
合
政
策
課

期
　
日 
時
　
間 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

１
／
１０（
土
） 

１
／
１４（
水
） 

１
／
１９（
月
） 

１
／
２５（
日
） 

１
／
３１（
土
） 

市職員（身体障害者）を募集 

 
　市は、身体に障害がある人を対象とした
平成１６年度の新規職員採用試験を行います。
受験資格や試験についての詳細は、必ず試験
案内で確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●申込方法　秘書課に備え付けの申込書に
必要事項を記入し、同課に提出する 

  （郵送の場合は受け付け期間内に必着） 
●問合先　秘書課 

試験区分 
 採用予定人員 
 
 
 
 

受験資格  
 
 
 
 
 
 
受付期間  
 
 
 
 
試 験  

一般事務職 
 １人 
 
　介助無しで通勤、勤務ができ、
次のすべての要件を満たす人 
・身体障害者手帳の交付を受けて
いる人 
・高等学校卒業程度の学力を有し、
昭和４３年４月２日～昭和６１年４
月１日までに生まれた人 
・介助無しに活字印刷による筆記
試験および口頭による面接試験
に対応できる人 
 
１２月１日（月）～１２月２４日（水） 
（土・日・祝日を除く） 
午前８時３０分～午後５時 
 
　期　日　１６年１月２０日（火） 
　場　所　広見公民館ゆとりピア 
　内　容　択一式による教養試

験、作文試験および
個別面接試験 

▽
 

▽
 

▽
 

案
内
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愛
・
地
球
博
――――――――――――――――

前
売
り
入
場
券
を
販
売

平
成
１７
年
３
月
２５
日
か
ら
開
か
れ

る
「
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
愛
・
地
球
博
）」
の
前
売
り
入
場
券

の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
第
一
期
前
売
り
期
間

９
月
２５
日

〜
１６
年
３
月
３１
日

●
販
売
価
格

●
販
売
窓
口

旅
行
代
理
店
、
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

※
全
期
間
入
場
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
券
）

は
、
１６
年
４
月
１
日
か
ら
、
特
別

割
引
入
場
券
（
障
害
者
な
ど
）
は
、

１６
年
１０
月
１
日
か
ら
販
売
す
る
予

定
で
す
。

●
問
合
先

２
０
０
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
入
場
券
販
売
管
理
セ
ン
タ
ー

u
０
５
２
（
５
８
８
）
３
１
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.expo

2005. or.jp
木
造
住
宅
耐
震
診
断
――――――――――

申
し
込
み
は
お
早
め
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
地
震
対
策
を
支

援
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

事
業
」
の
申
込
締
切
は
１２
月
２６
日

（
金
）
で
す
。
希
望
す
る
人
は
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
年
度
の
受
付
件
数
は
、
残
り
３

件
程
度
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先

建
築
指
導
課

多
治
見
税
務
署
――――――――――――――

電
子
シ
ス
テ
ム
を
開
始

１６
年
２
月
か
ら
名
古
屋
国
税
局
管

内
で
、
段
階
的
に
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
開
始
届
出
書
の
受
け
付
け
は
、

１１
月
４
日
か
ら
税
務
署
で
開
始
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e

‐tax.nta.go.jp

）
や
税
務
署

の
窓
口
で
配
付
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

多
治
見
税
務
署

u
０
５
７
２
V
０
１
０
１

わ
く
わ
く
体
験
館
――――――――――――

吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
休
講

わ
く
わ
く
体
験
館
は
、
溶
解
炉
の

釜
交
換
の
た
め
に
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験

を
休
講
し
ま
す
。

●
期
間

１２
月
２２
日
（
月
）
〜
１６
年

１
月
１３
日
（
火
）

※
ほ
か
の
工
芸
は
体
験
で
き
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

同
館

u
Ç
１
５
１
５

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
―――――

取
り
壊
し
家
屋
は
届
け
出
を

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

○
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

○
登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
、

滅
失
登
記
を
し
て
い
な
い
と
き

こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、

市
の
家
屋
課
税
台
帳
が
抹
消
さ
れ
な

い
た
め
、
引
き
続
き
来
年
度
以
降
も

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
、
税
務
課
に
備
え
付
け
の
届

出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印

の
上
、
１２
月
２６
日
（
金
）
ま
で
に
同

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

税
務
課

事
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ
―――――――

償
却
資
産
の
申
告
を

市
内
で
事
業
を
営
み
、
償
却
資
産

を
所
有
す
る
個
人
や
法
人
は
、
１６
年

１
月
５
日
（
月
）
か
ら
２０
日
（
火
）

ま
で
に
、
税
務
課
へ
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

固
定
資
産
税
の
算
定
基
準
と
な
り
ま

す
。償

却
資
産
と
は
、
看
板
や
舗
装
な

ど
の
構
築
物
、
機
械
、
車
両
（
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
っ
て
い
る
も
の
は
除
く
）、
器
具
、

備
品
な
ど
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事

業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

●
問
合
先

税
務
課

　　  区　　　分 
大人（満１８～６５歳未満） 

中人（満１２～１８歳未満） 

小人（満４～１２歳未満） 

シニア（満６５歳以上） 

第１期前売り 

３，７００円 

２，０００円 

１，２００円 

３，０００円 

 当日券  

4，６００円 

２，５００円 

１，５００円 

３，７００円 

○年齢は、平成１７年４月１日現在の満年齢 
　（１７年３月中の入場は、１６年４月１日現在の満年齢） 
○シニアは、開催期間中に満６５歳以上になる人 

１２月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレー資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

２４ 
（水） 

２５ 
（木） 

１５ 
（月） 

１８ 
（木） 

１７ 
（水） 

９ 
（火） 

１２ 
（金） 

１９ 
（金） 

１７ 
（水） 

１８ 
（木） 

２２ 
（月） 

２５ 
（木） 

２４ 
（水） 

１６ 
（火） 

１９ 
（金） 

２６ 
（金） 

期 日  

回収団体 

回収品目 

収集時間 
場 所  

資源集団回収にご協力を 
１２月１３日（土） 
 
今渡南小学校ＰＴＡ 
 
新聞、チラシ、雑誌、段ボール、 
牛乳パック、アルミ缶 
 
午前９時～１１時に 
下恵土公民館、今渡南小学校、
徳野公民館、 
総合会館（市役所向かい）へ 

※Ｐ１２に関連記事を記載。
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保　健 保　健 

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　 ●問合先　健康増進課 

 
 
 
１歳６カ月児健康診査  
●期日　１２月１５日（月）　●受付
時間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１４年５
月１６日～３１日生まれ 
 
３歳児健康診査  
●期日　１２月１２日（金）　●受付
時間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１２年１１
月１６日～３０日生まれ 
 
あこがれママ教室 
●期日　○２課＝１２月１２日（金）
○３課＝１２月１９日（金）　●受付
時間　９時２０分～９時３０分　●場
所　保健センター　●内容　○２課
＝妊婦体操（運動のできる服装、飲
み物を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、
手鏡、コップを持参）　○３課＝臨
月からお産、乳房の手当て 

３種・２種混合（初回・追加） 
●日時と場所　○１２月１７日（水）
２時～２時３０分＝　久々利公民館
○１２月２５日（木）１時３０分～２
時３０分＝保健センター　●対象者
生後５カ月以上９０カ月未満　○３
種＝百日ぜきにかかったことのない
子（３～８週間の間隔で３回接種）
○２種＝百日ぜきにかかったことの
ある子（４～６週間の間隔で２回接
種）　※初回終了後１年～１年半
の間隔で追加接種を受けてください。 
 
乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　１２月１６日（火）　●受付
時間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１５年８
月１日～１５日生まれ 
 
離乳食相談 
●期日　１２月１６日（火）　●受付
時間　２時～２時１５分　●場所
保健センター　●対象者　離乳期の
乳児を持つ人 

離乳食モグモグ教室 
●期日　１２月１９日（金）　●受付
時間　９時４５分～１０時　●場所
総合会館（市役所向かい）　●対象
者　離乳中期以降の子どもを持つ
人　●持ち物　エプロン、三角きん、
手ふき　●申込締切　１２月１６日
（火）　●申込先　健康増進課 
 
母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間　９時１５分～９時３０分
●場所　保健センター 
 
健康講話 
●期日　１２月１７日（水）　●場所　福
寿苑（大森）　●時間　１０時～１１時
●対象者　６０歳以上の人　●内容
薬の管理 
 
献血  
●期日　１２月２３日（祝）　●時間
１０時～１時、２時～４時　●場所
ユニー可児店（中恵土） 

相　談 相　談 
 
 
 
 
住宅（建築）相談  
●期日　１２月１９日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階相
談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度の相談も受け付けます。　
●問合先　建築指導課 
 
発達と教育の相談会  
●期日　１２月１７日（水）　●時間  
１時３０分～３時３０分　●場所　総合 
会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申込・ 
問合先　教育研究所uÄ４８４１ 
 
心配ごと相談  
●期日　１２月１６日（火）、２４日（水）
●時間　１時～４時　●場所　福祉
センター（今渡）　●問合先　市社
会福祉協議会u~１５５５ 

 
ことば・発達相談  
●日時　平日の３時３０分～４時３０分 
に電話で受け付け、調整　●場所  
養護訓練センター（可児警察署西） 
※お子さんの言葉や発達について、 
気軽に相談してください。　●申込・ 
問合先　同センターu|０２５５ 
 
法律相談  
●期日　１２月１６日（火）、２４日（水） 
●時間　１時～４時（受け付けは２ 
時まで）　●場所　福祉センター 
●問合先　まちづくり推進課 
 
子どもボランティア相談  
●期日と場所　○１２月１４日（日）
＝ 文 化 創 造センター（ 下 恵 土 ）
○１２月１５日（月）＝福祉センター
●時間　１時～４時　※「生涯楽習相
談」も受け付けます。　●問合先　生
涯学習課青少年係 

 
行政相談  
●期日　１２月１２日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階相
談室　●問合先　総務課 
 
国税の出張相談 
●期日　１２月１１日（木）　●時間  
１０時～３時　●場所　市役所１階相 
談室　●問合先　税務課 

1２月の税金 

国民健康保険税 
介護保険科 

７期 

※１２月２５日までに納めましょう。 

固定資産税 
都市計画税 

３期 

広報かに 2003.12.1
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」

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ １１月１日現在） 

●人　口……９７,６９０人 
（男４８,６１０人、女４９,０８０人） 

（先月より１６７人増、 
昨年同月より１,３７７人増） 

●世帯数…３３,９１０世帯 

展示のご案内 

リクエストベスト５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１１時～（幼児向け）　○帷
子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜
日午前１０時３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘
分館＝毎週土曜日午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の
紹介など 

※１２月２０日（土）は、本館で人形劇があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月１ 日（月）、８ 日（月）、１５日（月）、 

２２日（月）、２３日（祝）、２６日（金）、 
２９日（月）～１６年１月３日（土）、 
　５日（月） 

　※１２月２６日（金）は館内整理日です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「手づくり絵本大賞受賞作品」展 
１２月７日（日）まで（本館） 
●「クリスマスの本がいっぱい」展 
１２月１１日（木）～２５日（木）（本館） 

●「聖夜に願いをクリスマス」展 
１２月２５日（木）まで（帷子分館） 

●「心やすらぐクリスマス」展 
１２月２５日（木）まで（桜ケ丘分館） 

 
 
 
　この１年間でリクエストの多かった本を紹
介します。（１１月１日現在） 
 
＜文学＞ 
①『模倣犯』上下　宮部みゆき著（小学館） 
②『ブレイブ・ストーリー』上下　宮部みゆ
き著（角川書店） 

③『半落ち』横山秀夫著（講談社） 
④『グロテスク』桐野夏生著（文芸春秋） 
⑤『第三の時効』横山秀夫著（集英社） 
 
＜文学以外＞ 
①『ラッキーマン』マイケル・J・フォックス
著（ソフトバンク）  

②『バカの壁』養老猛司著（新潮社） 
③『学力は家庭で伸びる』陰山英男著（小学館） 
④『嘘つき男と泣き虫女』アラン・ピーズ他
著（主婦の友社） 

⑤『開放区』木村拓哉著（集英社） 
 
　今年を振り返って…心に残る一冊はありま
したか？ 

休館日 

月　日 場　　所 時　間 
ひまわり号巡回予定表 

１２／１２ 
（金） 
 

１６ 
（火） 
 
 
１７ 
（水） 
 

１９ 
（金） 
 

２４ 
（水） 
 

２５ 
（木） 

春 里 連 絡 所  
光 陽 台 四 丁 目 公 園  
西 可 児 中 学 校  
旧 姫 治 連 絡 所 南  
今 公 民 館  
清 水 ケ 丘 集 会 所  
南 帷 子 小 学 校  
柿 下 公 民 館  
緑ケ丘二丁目バス停 
羽 生 ケ 丘 公 民 館  
東 明 小 学 校  
奥山台あすなろ公園 
松 伏 団 地  
旭 小 学 校  
福 寿 苑  
久 々 利 連 絡 所  
大 平 公 民 館  
し ら さ ぎ 団 地  
桂ケ丘一丁目バス停 
桜ケ丘給水タンク東側  
桜 ケ 丘 小 学 校  

2:10～2:50 
3:00～3:40 
3:50～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:40 
2:55～3:30 
3:45～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:50 
3:05～3:35 
3:45～4:30 
1:30～2:05 
2:20～2:50 
3:10～4:30 
1:30～2:00 
2:15～2:45 
3:00～3:30 
3:50～4:30 
2:00～2:50 
3:00～3:40 
3:45～4:30

大澤ひかるくん（
8カ月・土田） 藤田えりちゃん（1歳・広見） 真野はるきくん（1歳・みずきケ丘） 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 
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いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

VOC成分 
　 ゼロ 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

1０６ 

表　紙　の　人 

高橋恵理子さん 
　今年の春の高校バレー
ボール大会で全国ベスト１６
となった岐阜女子商業高校
の３年生。１０月に行われ
た静岡国体には、少年女子

バレーボールのエースアタッカーで主将として
出場しました。小学校２年生から始めたバレー
ボールを通じ「大勢の人と知り合いになることが
できました。厳しい練習の毎日ですが、うまくな
ることが楽しいです」と話します。 
　高校の監督からは、バレーの練習もさることな
がら学校生活も厳しく指導され「必ず自分のため
になる」と監督に感謝の気持ちを忘れません。 
　「もっともっと技術と知識を身に付け、将来は
子どもたちにバレーを教えたいですね」と優しい
笑顔を見せます。国体出場の経験生かした、今後
の活躍が期待されます。 

 

●うるおいライフ 

★シリーズ：図書館だより 

　今年で第６回目を迎えた「花のまち可児手
づくり絵本大賞」。今回の受賞作品や公募作
品展の様子、審査員らによるフォーラムな
ど、手づくり絵本の魅力を紹介します。 

●戦争の記憶を訪ねて（３） 

★シリーズ：学校めぐり 

　日本の関わった戦争が６０年ほど前に実際
にありました。そして戦場に行った人、また
送り出した人がたくさんいます。その事実を
知る人たちの体験談を聞きます。 

●ケーブルテレビ可児・１０周年 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　ケーブルテレビ可児が産声を上げて１０
年。自主放送やインターネットサービスの
提供など、どんな取り組みがされてきたのか、
今後何を目指すのか紹介します。 

●可児市この一年 
　平成１５年が終わります。この一年の間に
可児市でどんな出来事があったのかを映像
を見ながら振り返ります。皆さんはどんなこ
とを思い出しますか。 

１２／６ 

１２ 
〜 

１２／１３ 

１９ 
〜 

１２／２０ 

２６ 
〜 

１２／２７ 

３１ 
〜 

市内のあちらこちらで、奇麗なイルミネーションが私たちの目を 
楽しませてくれる季節になりました。 
今年は、どんなメルヘンの世界を見せてくれるのでしょうか。 

（「夢ヒカリのオブジェ２００２」一般の部推薦に輝いた 
みずきケ丘・原田さん宅） 

イルミネーションのまち 

　
特
集
の
取
材
で
、
十
一
月
の

土
曜
日
の
夜
に
開
か
れ
た
、
第

六
回
と
七
回
の
委
員
会
議
に
出

掛
け
ま
し
た
。
わ
い
わ
い
と
騒

ぎ
な
が
ら
も
、
当
日
の
段
取
り

を
着
実
に
決
め
て
い
る
様
子
で

し
た
。
遊
び
た
い
年
齢
だ
と
思

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
新
成
人

の
た
め
に
集
ま
る
こ
の
若
者
た

ち
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
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「
成
人
式
の
記
憶
と
い
え
ば
、

新
品
の
ス
ー
ツ
と
記
念
写
真
」
。

こ
ん
な
思
い
出
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

体
だ
け
で
な
く
心
も
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
委
員
会
み
ん
な
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
盛
り
上
が
る
こ
と
を
信

じ
、
当
日
の
取
材
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
佐
） 


